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～卒業おめでとう！ 新たな人生の航海へ～ 

 ３年生の皆さん。ご卒業おめでとうございます。いよいよ義務教育９か年の課程を修了し、新しい

航海に出ます。東和中学校での生活はどうだったでしょうか。卒業までの写真を振り返ると、２年生

からの多くの写真には、マスク姿の生徒が写っています。ちょうどみんなの中学校時代の中に、コロ

ナが広がっていったことがわかります。授業の活動や行事が制限され、以前と同じような教育活動が

できなくなりました。窮屈な暮らしに、ストレスを感じることもあったかと思います。しかし、この

３年間に大きく進化したこともあります。例えばＧＩＧＡスクール構想です。元々数年かけて整備す

るはずだった一人一台タブレットが、たった一年で全国に整備されました。そのおかげで、コロナ禍

においても、新しい学習スタイルが確立されたり、自宅でのリモート学習が実現したりしました。苦

しい時代ですが、３年生は、テクノロジーを使いながら授業や行事を盛り上げてくれました。 

 時代の変化はどんどん早くなっています。１年先にどんな社会になっているか、予想できなくなっ

てきています。今までの正解が、来年には正解ではなくなっているかもしれません。そんな時代だか

らこそ、自分で課題を見つけ、自分で考え、自分なりの正解を見つけてほしいと思っています。私の

好きなＲＡＤＷＩＭＰＳに、「正解」という曲があります。その一節です。 

 

「答えがある問いばかり、教わってきたよ。だけど明日からは、僕だけの正解を、いざ、探しに行くんだ、また

逢う日まで。」 

さらに、次のように続きます。 

「次の空欄（・・・）にあてはまる言葉を書き入れなさい。最後の問い。『君のいない明日からの日々を僕は 

（私は）きっと・・・』」 

「制限時間はあなたのこれからの人生、解答用紙はあなたのこれからの人生、採点基準はあなたのこれから

の人生、よーい始め。」 

 

 大人の階段を上り始めた３年生の皆さんが、東和中学校卒業後も、しっかりと学び、友と協力し、

自分の人生を切り拓いていってほしいと願っています。みんなの前には未知の大海原が広がっていま

す。どこへでも行けます。自分で舵を握り、夢への地図とコンパスを手掛かりに、人生の荒波に立ち

向かってください。頑張れ！ 
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